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２
０
１
７
年
６
月
30
日
か
ら
の
梅
雨
前

線
の
影
響
と
、
台
風
３
号
に
よ
る
長
雨
が

続
い
て
い
た
福
岡
・
大
分
両
県
に
、
７
月

５
日
記
録
的
な
大
雨
が
短
時
間
に
集
中
し

て
降
り
、
２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨

で
も
被
害
に
遭
っ
た
地
域
に
再
び
災
害
を

も
た
ら
し
た
。
福
岡
県
朝
倉
市
と
東
峰
村
、

大
分
県
日
田
市
で
少
な
く
と
も
３
０
０
カ

所
に
及
ぶ
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
。
そ
の

殆
ど
は
、
深
い
岩
盤
ま
で
は
崩
れ
ず
表
土

層
と
樹
木
が
滑
り
落
ち
る

「表
層
崩
壊
」

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

山
肌
を
流
れ
た
雨
は
、
大
規
模
な
河
川

氾
濫
と
土
石
流
を
起
こ
し
、
７
月
25
日
時

点
で
、
福
岡
県
で
は
死
者
32
名
、
行
方
不

明
者
６
名
、
全
半
壊
家
屋
１
１
０
棟
、
浸

水
家
屋
２
１
３
棟
、
大
分
県
で
は
死
者
３
名
、

全
半
壊
家
屋
26
棟
、
浸
水
家
屋
２
５
１
棟

と
い
う
、
激
甚
災
害
が
指
定
さ
れ
る
被
害

と
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｄ
Ｉ
災
害
研
究
所
は
、
７
月
６
日
テ
レ

ビ
西
日
本
の
集
中
豪
雨
に
関
す
る
緊
急
番

組
に
出
演
後
、
直
ち
に
朝
倉
市
に
入
り
、

３
日
間
に
わ
た
り
被
害
状
況
と
、
市
当
局

の
対
策
や
避
難
所
の
実
態
の
視
察
を
行
な

っ
た
。

　

同
市
で
は
28
人
が
犠
牲
と
な
り
、
避
難

所
の
開
設
は
10
カ
所
、
避
難
者
数
は
９
２

８
人
に
上
っ
た
。
同
時
に
家
屋
の
全
半
壊

75
棟
、
浸
水
家
屋
45
棟
、
道
路
橋
梁
の

損
壊
２
４
０
件
に
達
し
て
い
る
。

　

２
週
間
後
の
23
日
に
再
び
現
地
を
訪
れ
、

異
常
な
大
雨
を
記
録
し
た
松
末
小
学
校

な
ど
の
雨
量
観
測
地
周
辺
の
被
害
状
況
や
、

土
石
流
発
生
現
場
を
視
察
し
、
同
市
の

災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、
発
災
当
時
の

状
況
を
改
め
て
聞
き
取
り
調
査
し
た
。

　

今
回
の
突
発
的
な
短
時
間
局
地
的
豪
雨

へ
の
対
策
の
検
証
を
行
な
い
、
今
後
の
風
水

害
対
策
へ
の
参
考
と
な
る
報
告
書
を
作
成

す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
こ
で
は
発
災
直
後
の

状
況
を
解
説
す
る
。

対
策
追
い
つ
か
ぬ
大
雨
の
実
態

　

今
回
の
豪
雨
災
害
を
も
た
ら
し
た
気
象

条
件
は
、
福
岡
県
筑
後
地
方
か
ら
大
分

県
日
田
地
方
に
か
け
て
、
活
発
な
積
乱
雲

が
線
状
降
水
帯
を
形
成
し
、
７
月
５
日
昼

頃
か
ら
夜
の
約
半
日
に
わ
た
っ
て
停
滞
し

た
こ
と
が
、
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
大

規
模
な
水
害
に
つ
な
が
っ
た
。
気
象
庁
の

ア
メ
ダ
ス
の
朝
倉
観
測
点

（
福
岡
県
朝
倉

市
三
奈
木
町
）
で
は
、
同
日
、
１
日
の
降

水
量
が
５
１
６
・
０
㎜
で
、
同
観
測
点
で

は
平
年
の
１
カ
月
の
約
１
・
45
倍
の
大
雨

を
観
測
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
県
の
北
小
路
公
民
館
観
測

点

（
同
県
朝
倉
市
黒
川
）
で
は
、
15
時

に
１
時
間
雨
量
１
２
０
㎜
を
超
え
、
１
日

の
降
水
量
８
０
３
㎜
と
い
う
豪
雨
を
観
測

し
た
模
様
で
あ
る
。
同
観
測
点
は
、
筑
後

川
の
複
数
の
支
川
の
上
流
側
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
杷
木
地
域
に
大
き
な
土

石
流
を
発
生
さ
せ
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
対
し
て
、
朝
倉
市
の
市
民
へ

の
避
難
情
報
の
発
令
時
間
等
を
時
系
列
に

整
理
し
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

７
月
５
日
13
時
14
分
に
、
福
岡
管
区
気

象
台
か
ら

「
大
雨
洪
水
警
報
」
が
発
表
。

雨
足
は
増
々
強
く
な
り
、
１
時
間
後
の
14

時
10
分
に

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が

発
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
朝
倉
市
は
警

戒
本
部
を
設
置
し
た
。

　

続
い
て
14
時
15
分
に
「避
難
準
備
情
報
」

を
発
令
。
最
も
設
備
の
整
っ
て
い
る
ピ
ー

ポ
ー
ト
甘
木
、
フ
レ
ア
ス
甘
木
、
朝
倉
地

域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
ら
く
ゆ
う
館
の

４
カ
所
を
避
難
所
と
し
て
開
設
。
地
域
で

は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
避
難
誘
導

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
す

で
に
延
べ
１
５
０
㎜
を
超
え
る
雨
量
に
な
っ

て
お
り
、
14
時
26
分
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
市
内
全
域
に

「
避
難
勧
告
」
を

発
令
し
た
。　

　

記
録
で
は
、
こ
の
時
間
に
市
は
災
害
対

策
本
部
の
第
1
号
配
備

（
非
常
対
応
職

員
参
集
）
を
発
令
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

防災の世界を解剖する ①

局地的短時間豪雨の実態と

自治体の対応から見えた課題

一般社団法人 ＡＤＩ災害研究所

理事長　伊永 勉
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が
、
現
場
対
応
に
必
要
な
職
員
は
ほ
ぼ
す

で
に
参
集
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
激
し
い
雨
が
続
く
こ
と
か
ら
、

１
時
間
後
の
15
時
30
分
に
、
三
奈
木
、
金

川
、
福
田
、
蜷
城
、
立
石
の
５
地
区
に

「避

難
指
示
」
を
発
令
。
そ
の
後
16
時
に
は
１

０
６
㎜
と
い
う
記
録
的
短
時
間
大
雨
を
記

録
し
た
こ
と
か
ら
、
16
時
20
分
に
松
末
地

区
に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
土
砂
災
害
の

危
険
地
区
の
住
民
の
た
め
に
、
松
末
小
学

校
を
避
難
所
と
し
て
開
け
た
。　

　

同
校
は
１
階
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
土
石
流

に
襲
わ
れ
た
が
、
避
難
者
の
安
全
は
確
保
。

さ
ら
に
17
時
25
分
に
、
志
波
地
区
に

「避

難
指
示
」
を
発
令
。
雨
は
増
々
激
し
く

な
り
、17
時
51
分
に
は
、気
象
台
か
ら

「大

雨
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
、
18
時
７

分
に
甘
木
と
馬
田
に

「
避
難
指
示
」
を

出
し
、
19
時
10
分
に
は
市
内
全
域
に

「避

難
指
示
」
を
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
至
る
と
こ
ろ
で
土
砂
が

道
路
に
溢
れ
路
肩
を
削
り
、
徒
歩
は
も
ち

ろ
ん
、
車
の
移
動
も
不
可
能
な
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
濁
流
の
中
に
孤
立
す
る
家
屋

や
集
落
が
出
て
し
ま
っ
た
。
５
日
か
ら
６

日
に
か
け
て
の
24
時
間
雨
量
は
５
４
２
㎜

と
い
う
、
こ
の
地
域
の
１
カ
月
の
総
雨
量
を

超
え
る
数
値
を
記
録
し
て
い
る
。
特
に
５

日
の
午
後
１
時
過
ぎ
か
ら
１
時
間
１
０
０

㎜
ミ
リ
近
い
雨
が
、
降
り
続
き
想
像
を
絶

す
る
雨
量
と
な
っ
た
。
６
日
14
時
10
分
に

よ
う
や
く
大
雨
特
別
警
報
と
洪
水
警
報

が
解
除
さ
れ
た
が
、
20
時
間
も
特
別
警

報
に
よ
る
危
険
状
態
が
続
い
た
こ
と
に
な

る
。

　

８
日
の
５
時
51
分
に
総
て
の
警
報
が
解
除

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
16
日
ま
で
注
意
報
と

警
報
の
発
表
が
繰
り
返
し
続
い
た
こ
と
で
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
と
道
路
の
啓
開
工
事

が
手
間
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
大
災
害
の
要
因
と
し
て
、
東
西

30
㎞
、
南
北
15
㎞
と
い
う
狭
い
地
域
に
、

短
時
間
で
積
乱
雲
が
線
状
降
水
帯
に
な
っ

て
居
座
り
、
局
地
的
大
雨
に
な
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
辺
の
山
に
降
っ
た
雨

は
地
中
に
浸
透
す
る
間
も

な
く
、
山
肌
を
流
れ
て
間

伐
材
と
林
立
す
る
杉
な
ど

を
な
ぎ
倒
し
て
行
っ
た
。
加

え
て
真
砂
土
も
土
石
流
と

な
り
、
毛
細
血
管
の
よ
う

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
谷
間

か
ら
下
流
の
河
川
へ
と
流
れ

て
行
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら

土
砂
と
流
木
が
橋
梁
を
塞

ぎ
、
土
砂
ダ
ム
を
形
成
し

て
河
道
も
変
え
、
家
を
押

し
流
す
と
い
う
、
恐
ろ
し
い

被
害
が
数
時
間
の
う
ち
に

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
を
起
こ

す
地
形
と
真
砂
土
の
地
質

は
、
日
本
中
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。

３
年
前
に
は
広
島
で
も
大
規
模
な
土
石
流

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
に

大
き
な
河
川
の
支
流
の
川
が
、
川
幅
数
十

ｍ
を
超
え
る
濁
流
に
な
る
姿
を
、
私
達
は

他
人
事
で
は
な
く
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
、

「明
日
は
我
が
身
」
か
も
し
れ
な
い
。

予
想
を
上
回
る
土
石
流
の
脅
威

●
桂
川
の
濁
流

　

桂
川
に
面
し
た
比
良
松
中
学
校
体
育
館

の
床
下
が
濁
流
に
削
ら
れ
、
基
礎
の
支
柱

が
剥
き
出
し
で
、
目
の
前
で
ま
だ
崩
落
が

続
き
、
危
険
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
下
流
の
林
田
地
区
で
は
50
棟
ほ
ど
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
土
砂
に
襲
わ
れ
、
朝
倉
市

の
特
産
品
の
巨
峰
や
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
苗

が
全
滅
。
河
川
改
修
中
の
桂
川
か
ら
大
量

の
土
石
流
が
越
水
し
た
こ
と
で
、
一
帯
が

１
ｍ
ほ
ど
浸
水
し
た
よ
う
だ
。
経
済
損
失

は
計
り
知
れ
な
い
。

●
行
方
不
明
者
捜
索
で
自
衛
隊
の
頑
張
り

朝倉市にできた線状降水帯（高解像度降水ナウキャスト）

朝倉市の時間当たり雨量と避難情報 (7月5日)
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白
木
谷
川
の
下
流
で
自
衛
隊
の
遺
体
発

見
現
場
に
遭
遇
し
た
が
、
遺
体
発
見
か
ら

警
察
が
遺
体
を
収
容
す
る
ま
で
２
時
間
以

上
か
か
り
、
自
衛
隊
に
は
少
し
気
の
毒
に

思
え
た
。
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
川
に
浸
か
り
、

発
見
し
て
通
報
し
た
ら
、
現
場
保
存
で
重

い
シ
ー
ト
を
抱
え
て
警
察
の
到
着
を
待
つ
。

警
察
の
遺
体
の
検
案
と
搬
送
が
終
わ
る
ま

で
待
機
し
、
終
わ
っ
た
ら
次
の
場
所
で
捜

索
を
す
る
。

　

発
見
か
ら
搬
送
ま
で
一
貫
し
て
や
り
た

い
の
で
は
、
と
自
衛
隊
員
の
１
人
に
聞
い
た

が
、
黙
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

●
夥
し
い
流
木

　

赤
谷
川
で
は
、
上
流
か
ら
の
大
量
の
流

木
が
橋
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
辺
り
一
帯
５
ha
ほ

ど
に
１
ｍ
を
超
え
る
土
砂
で
埋
め
尽
く
し
て

い
る
。
杉
の
流
木
は
樹
皮
が
削
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
が
、
杷
木
地
区
だ
け
で

も
数
十
カ
所
に
及
び
、
乾
く
と
砂
埃
が
舞

い
上
が
り
、
目
や
喉
が
痛
い
。

●
土
石
流
発
生
現
場

　

道
路
や
橋
が
落
ち
て
い
る
松
末
地
区
松

末
に
入
り
、
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
を

大
量
動
員
し
て
行
方
不
明
者
の
捜
索
を
行

な
っ
て
い
る
中
、
土
石
流
の
発
生
源
を
求

め
て
山
中
に
登
っ
て
み
た
。
ご
く
普
通
の
家

が
立
ち
並
ぶ
町
並
み
が
、
幅
20
ｍ
の
濁
流

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
地
形
を
見
る
と
、
山
々
に
降
っ
た
雨

が
総
て
の
谷
を
流
れ
杉
林
な
ど
を
な
ぎ
倒

し
、
土
砂
を
削
り
表
層
崩
壊
と
な
っ
て
土

石
流
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
下
流
域

と
違
い
こ
こ
で
は
大
き
な
石
が
転
が
っ
て
お

り
、
花
崗
岩
特
有
の
真
砂
土
の
大
量
崩
落

だ
と
い
う
痕
跡
が
伺
え
る
。

朝
倉
市
の
災
害
対
策
を
検
証

　

７
月
７
日
午
前
11
時
頃
、
朝
倉
市
の
別

館
２
階
に
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部

（
災
対
本
部
と
略
す
）
を
訪
問
。
災
対

本
部
に
は
、
本
部
長
以
下
本
部
員
と
総

務
部
の
指
揮
所
が
あ
り
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
仕
切
ら
れ
た
隣
に
は
、
国
交
省
、
福
岡

県
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の
連
絡
員
が
詰

め
て
い
る
。
だ
が
、
本
部
室
に
は
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
陣
も
詰
め
か
け
て
お
り
、
役
割
を

表
示
す
る
ビ
ブ
ス
も
間
に
合
わ
な
い
の
か
、

関
係
者
で
な
い
私
に
は
、
誰
に
聞
け
ば
よ

い
の
か
わ
か
り
に
く
か
っ
た
。
よ
う
や
く
県

の
連
絡
員
に
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

が
、
壁
一
面
に
貼
ら
れ
た
被
害
の
一
覧
表

に
は
、
ま
だ
ま
だ
空
欄
が
多
く
、
県
も
十

分
な
状
況
把
握
が
で
き
て
い
な
い
状
態
で
、

災
対
本
部
設
置
か
ら
48
時
間
時
点
で
も
、

情
報
の
集
約
と
共
有
は
、
難
し
い
よ
う
だ

っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
洪
水
警
報
は
解
除

さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
雨
が
降
り
続
い
て

お
り
、
気
象
予
報
で
は
今
後
も
大
雨
に
注

意
と
い
う
状
態
で
、
市
と
し
て
は
消
防
と

自
衛
隊
を
中
心
に
、
孤
立
し
た
人
の
救
出

と
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
最
優
先
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
大
雨
警
報
は
９
日
ま

で
毎
日
発
表
さ
れ
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

や
道
路
の
啓
開
を
遅
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

朝
倉
市
は
、
平
成
18
年
に
甘
木
市
、
朝

倉
町
、
杷
木
町
が
合
併
し
て
誕
生
、
旧

甘
木
市
庁
舎
が
朝
倉
市
本
庁
舎
に
な
り
、

朝
倉
支
所
と
杷
木
支
所
が
行
政
窓
口
と

な
っ
て
い
た
。
災
対
本
部
は
、
総
務
部
、

市
民
環
境
部
、
健
康
福
祉
部
、
農
林
商

工
部
、
都
市
計
画
部
、
教
育
部
、
消
防

署
と
各
支
所
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
だ

が
、
災
害
対
策
の
実
践
窓
口
で
あ
る
一
階

の
防
災
交
通
課
で
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

　

３
年
前
の
２
０
１
４
年
に
実
施
さ
れ
た
、

大
雨
洪
水
想
定
の
災
対
本
部
図
上
訓
練

で
、
運
営
と
検
証
を
災
害
研
究
所
が
担

当
し
て
い
た
こ
と
と
、
２
０
１
２
年
の
九
州

北
部
豪
雨
の
経
験
か
ら
、
何
か
役
立
つ
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
問
題
は
何
か

を
聞
き
た
か
っ
た
。

　

だ
が
、
当
時
の
担
当
係
長
は
移
動
し
て

い
た
た
め
、
新
任
の
係
長
に
話
を
聞
く
こ

と
に
な
り
、
ま
だ
２
日
目
と
い
う
こ
と
で

混
乱
し
て
お
り
、
状
況
の
ま
と
め
も
で
き 

ず
、
今
は
各
員
が
自
分
の
判
断
で
行
動
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、
水
害
対
策
で
決
め
ら
れ

た
手
順
に
則
っ
て
避
難
情
報
を
発
令
し
て

い
た
が
、
雨
の
降
り
方
が
予
想
を
超
え
、

加
え
て
、
避
難
指
示
を
発
令
し
た
後
も
さ

ら
に
雨
が
降
り
続
き
、
大
雨
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
る
と
い
う
、
も
う
手
の
打
ち

よ
う
が
な
い
状
況
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
や
消
防
団
な

ど
か
ら
の
情
報
が
防
災
交
通
課
に
集
中
し

た
た
め
、
各
部
へ
の
伝
達
に
時
間
が
か
か

り
滞
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

杷木星丸の土石流に埋まる民家
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ま
た
、
庁
舎
２
階
の
災
対
本
部
に
情
報

を
集
約
で
き
な
い
こ
と
と
、
マ
ス
コ
ミ
が
詰

め
か
け
て
い
る
た
め
、
緊
急
の
案
件
は
、

防
災
交
通
課
か
ら
直
接
市
長
に
伝
え
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

今
回
の
災
害
対
応
か
ら
、
災
対
本
部
が

各
部
を
１
カ
所
に
集
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

情
報
一
元
化
と
本
部
長
指
示
な
ど
を
全

員
が
共
有
し
て
、
対
策
の
方
向
性
を
理
解

す
る
と
い
う
方
法
が
大
切
だ
と
痛
感
し
た
。

自
衛
隊
や
緊
急
消
防
援
助
隊
の
連
絡
員

が
早
く
か
ら
来
て
お
り
、
救
助
活
動
が
迅

速
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
平
時
の
交
流
の

深
さ
に
よ
る
も
の
だ
が
、
激
し
い
雨
が
彼

ら
の
行
く
手
を
阻
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
杷
木
地
域
な
ど
は
土
砂
災

害
警
戒
地
区
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
が
多
く
、

地
区
の
住
民
も
自
主
防
災
組
織
が
独
自
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
避
難
訓
練
を
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
素
早
く
自
分
た
ち
の

判
断
で
避
難
を
始
め
て
い
た
。

　

避
難
者
の
多
く
は
、
天
気
予
報
や
市
か

ら
の
情
報
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
目
の
前

の
豪
雨
の
恐
怖
か
ら
逃
げ
る
と
い
う
動
物

的
直
観
が
、
避
難
の
引
き
金
に
な
っ
た
と

答
え
て
い
る
。
短
時
間
の
豪
雨
で
あ
っ
た
た

め
、
逃
げ
遅
れ
た
こ
と
と
、
逃
げ
る
途
中

の
事
故
で
犠
牲
に
な
っ
た
住
民
が
い
る
こ
と

は
残
念
だ
。

災
害
対
策
を
振
り
返
る

　

２
週
間
後
の
７
月
23
日
に
朝
倉
市
を
再

訪
問
し
、
防
災
交
通
課
の
課
長
と
元
の
係

長
に
、
今
回
の
災
害
対
策
を
振
り
返
っ
て

の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
私
の

主
観
と
し
て
整
理
し
て
み
る
。

　

今
回
は
、
あ
ま
り
に
も
局
地
的
で
短
時

間
の
大
雨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
災
対
本
部

で
は
被
害
の
全
体
像
を
把
握
で
き
て
は
い

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
土
砂
災
害
警
戒
情

報
に
合
わ
せ
て
、
避
難
情
報
を
発
令
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
目
の
前
の
出
来

事
へ
の
対
応
に
集
中
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

５
年
前
の
九
州
北
部
豪
雨
の
反
省
か
ら
、

市
で
は
、
市
内
の
被
害
や
市
民
か
ら
の
通

報
は
、
建
設
部
と
農
林
部
が
整
理
し
、

災
対
本
部
に
報
告
す
る
と
い
う
仕
組
み
を

決
め
て
い
た
。
だ
が
、
今
回
の
よ
う
に
勤

務
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
雨
の
激
し
さ
に

慌
て
る
市
民
か
ら
の
電
話
を
受
け
る
だ
け

で
精
一
杯
だ
っ
た
。
日
常
業
務
と
並
行
し
て
、

情
報
を
整
理
し
て
本
部
に
通
報
す
る
余
裕

な
ど
な
く
、
結
局
、
「
誰
か
応
援
に
来
て

欲
し
い
」
と
の
救
援
要
請
の
電
話
を
、
交

換
台
は
防
災
交
通
課
に
回
さ
ざ
る
を
得

な
い
状
態
と
な
っ
た
。　

本
来
は
２
階
の
災
対
本
部
設
置
の
最
初
の

作
業
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
集
約
す
る
た

め
に
電
話
回
線
を
増
設
し
、
各
部
か
ら
応

援
職
員
を
集
め
て
対
応
す
る
手
配
に
な
っ

て
い
た
。
だ
が
、
各
部
に
連
絡
す
る
余
裕

の
な
い
状
態
で
、
防
災
交
通
課
に
大
量
の

電
話
が
掛
か
り
、
本
来
は
災
対
本
部
の
設

置
の
指
示
や
、
対
策
内
容
の
重
要
度
と
優

先
順
位
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

長
や
係
長
が
、
電
話
の
対
応
に
駆
り
出
さ

れ
る
状
況
に
陥
り
、
こ
れ
が
結
果
的
に
全

体
の
対
応
が
遅
れ
る
原
因
の
１
つ
に
な
っ
た

と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
掛
か
っ
て
来
る
電

話
に
誰
が
出
て
も
即
答
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
が
、
後
回
し
に
し
な
い
た
め
に
は
、
そ

の
内
容
を
大
声
で
読
み
上
げ
、
分
か
る
人

が
挙
手
を
す
る
、
と
い
っ
た
単
純
な
連
携

プ
レ
イ
が
で
き
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

今
起
こ
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
今
後
の
発
生

し
そ
う
な
こ
と
を
予
想
す
る
能
力
を
高
め

る
た
め
の
訓
練
や
研
修
を
重
ね
る
こ
と
と
、

日
常
か
ら
の
基
本
で
あ
る
、
情
報
伝
達
と

指
揮
命
令
系
統
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
、
非
常
時
の
判
断
の
速
さ

と
正
確
さ
に
現
れ
る
と
言
え
る
。

　

当
時
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
意
見
に
、

災
対
本
部
は
設
置
か
ら
５
～
７
日
後
ぐ
ら

い
で
二
分
化
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
話
が
あ

っ
た
。
復
興
本
部
設
置
ま
で
の
一
定
期
間

で
は
あ
る
が
、
救
出
医
療
救
護
な
ど
の
直

接
支
援
活
動
は
、
行
方
不
明
者
捜
索
が

終
了
す
る
ま
で
継
続
さ
れ
る
が
、
避
難
所

で
の
支
援
と
、
が
れ
き
撤
去
や
住
居
の
清

掃
を
含
む
被
災
者
生
活
支
援
等
に
つ
い
て

は
、
中
長
期
の
別
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
防
災
担
当

部
署
は
総
て
を
把
握
し
、
情
報
の
共
有
ツ

ー
ル

（掲
示
板
な
ど
）
を
作
る
こ
と
が
必

要
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
市
の
広
報

と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
窓
口
を
作
り
、
そ
の
中
に
各
課
の
目

的
別
項
目
を
並
べ
る
こ
と
で
、
問
い
合
わ

せ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
も
こ
れ
で
情

報
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
情
報

の
更
新
は
確
実
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
は
自
主
防
災
組
織
の

行
動
が
際
立
っ
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
域
の
自
主
避
難
場
所

な
ど
、
積
極
的
な
地
域
共
助
活
動
に
よ
っ

て
、
早
め
の
自
主
避
難
が
で
き
て
い
る
。

も
し
、
自
主
防
災
の
力
が
育
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
、
犠
牲
者
は
も
っ
と
増
え
た
だ
ろ
う
、

と
担
当
者
は
語
っ
た
。

　

今
回
の
災
害
対
応
を
見
て
、
地
域
防
災

計
画
や
業
務
継
続
計
画
を
自
治
体
が
有

効
に
活
用
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
を
、
次

回
は
検
証
し
て
み
た
い
。

P38-41防災の世界を①_9.indd   41 2017/08/07   12:45:55


